
鶴風102号　　　15

　２月14日(土)に開催された本年度の懇話会の参

加者は20名強で、遠く佐渡から来訪してくれたＯ

Ｇもいました。

　講座は前半部と後半部の２部構成で、前半は印

旛高校の町田洋先生が「授業に使えるウエブペー

ジ」と題して、地震を分かりやすく授業展開する

ための数々の方法を紹介してくれました。その中

で興味深かったのは、厚さ20cm程度の砂と少量の

水の入った水槽を使った実験でした。この水槽は

砂の中にボールを埋め、砂の上に石を置きました。

そして水槽を真横に激しく揺すると石が砂の中に

沈み、ボールが浮き上がる地震の液状化現象が再

現されました。百閒は一見に如かずでした。

　後半は埼玉県立岩槻商業高校の茂串圭男先生の

「エッジングを使わないで作る魔鏡づくり・液体

窒素を使った化学実験」でした。初めの魔境づく

りは、薄い真鍮板にカーボン紙を貼り付け、魔境

として映し出したい絵をボールペンでなぞること

で描きます。今度は板の反対側から金属磨きをつ

けたティッシュペーパーで金属面を磨くと出来上

がり。とても簡単に魔鏡を製作することが出来ま

した。こ

の方法を

用いるとエッジングでは実現できない細かな絵づ

けが出来るそうです。

　続いて液体窒素を用いた化学実験では次の項目

を実験してくれました。①水銀の固化　②電気抵

抗低下確認　③熱伝対による温度測定　④風船に

入れたCO２の固化　⑤O２の液化と常磁性の確認   

⑥液体酸素の中に火のついた線香を入れる　⑦減

圧による液体窒素の固化実験　⑧炭酸水を液体窒

素に入れる　⑨モレキュラシーブス５Aを用いた

吸着実験　⑩極低温でも硬くならない物質　⑪液

体窒素中にマシュマロを入れたら

　これらの実験で特に興味深かったのは⑥でした。

先生の話では、液体酸素が入った試験管の中に線

香をゆっくり入れると線香が激しく燃え上がり、

素早く入れると、液体酸素中で線香が炎を上げず

に燃え続けるとのことでした。機会があれば本校

の生徒に対してぜひ見せてあげたい実験でした。

　諸連絡として、退官された巽先生へのメッセー

ジの取りまとめや、エネルギー環境教育研究会開

催などについて説明がありました。

　実験終了後に学生食堂「パル」で

行われた懇親会では、参加者の手塚

さんが、牡蠣が捕食するプランクト

ン観察の話があり、来年度の講演の

候補として有望だという話が盛り上

がったところで散会の時間になった。
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